
 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和７年 11月 18日 
 宮崎西高校･宮崎西高校附属中学校

第 21号   ＳＳＨ推進部 
作成者：東口 

西校ＳＳＨたより 

研修内容 

【学校施設案内】 

１学年 4 クラス（１クラス 18 人）なので教室はコンパクト。放

課後や休日に自由に使える化学、生物、物理、地学の実験室

や研究室がある。研究機材はすべて大学レベル。（野生の象

の接近を知らせるアプリを開発してすでに Google がスポン

サーについている学生もいました。） 

【授業参加】 

授業はすべて英語で実施。タイ文化講座や日本語講座、タイ

料理実習、音楽に参加。みんなとても親切で礼儀正しく、交流

を深めることができた。 

 

11月 2日 宮崎→福岡→タイ・バンコク→KVIS 

11月 3日 学校案内・授業参加 

11月 4日 校外研修（国立公園、伝統建築・歴史散策） 

11月 5日 全校集会参加、VISTEC訪問、お別れ会 

11月 6日 タイ・バンコク→福岡→宮崎 

【気温・天気】 

朝・晩 約 24度 昼 約 29度 

晴れ・乾季（一日だけ夕方雨。） 

※年々雨季が長くなっている。 

【立地】 

バンコクから車で 2時間の 

ジャングルの中に、WANGCHANG  

Valley というスマートシティを開発。先端技術産業、大学院、高

校（KVIS）、ショッピングセンター、マンションなどがあり、アメリ

カのシリコンバレーを意識しているようであった。 

【設立】 

王妃の意向もあって 10 数社の国営企業とエネルギー省が合

同で設立した学校。WANGCHANG Valley の中にあり、民間企

業や大学院と連携できる。 

【学校の様子】 

1学年 72名で高校 3学年、全校生徒約 210名。全寮制で授

業料、食費、寮費すべて無料。水曜日は授業はなく、大学教授が来

校してその講義を受講したり、校外の大学や企業に出向いて講義

を聞いたり、各自図書館で学習したりする日。金曜日の午後は授

業はなく、半日研究にあてる。授業はすべて英語で行われる。 

【進路】 

海外の大学がメイン。日本、中国が人気。日本は東京大学、京

都大学、大阪大学、東北大学、九州大学などに進学。奨学金制度

もあり、奨学金をもらうためにテストが毎月実施される。先生たちも

国内大学ではなく海外を推進。イノベーター、起業家、研究者を輩

出したいと考えている。 
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【校外研修】 

タイの国立公園。日本より 1億年古い地層や、海が外洋に 

面していないので、宮崎と違う海の様子に興味津々。 

【VISTEC】 

全額無料の大学院。ここでベンチャー企業のスタートアップ支

援もする。日本のノーベル化学賞の継続研究も実施。 



 

  

 

 

【食事】 

食事はそこまで辛くない。初めて食べる料理もあり、毎回の食事が

楽しみ。学食でほぼ毎食食べたけど、毎回おいしかった。季節外れの

珍しいドリアンも食べることができた。ココナツベースの伝統菓子に

病みつき。 

 

 

 

 

 

 

 

【学校生活】 

放課後は自由に使える体育館やジムでバドミントンやバスケットボ

ール、エクササイズ。 

また最終日は幸いなことにタイの年 1回のランタン祭りの日。バナ

ナの葉と茎で作った手作りランタンに願いをかけて流しました。 

タイでの生活 

【この研修で成長できること】 

① 英語のコミュニケーション能力が高まります。（3人とも自由自在に交流してました。） 

② 日本を俯瞰的に見ることができる。（日本のいい所や強みが見つけられます。）  

③ 自分らしさを再認識できる。（みんなほんとに優しく、いつも笑顔なので、安心して自分を表現できます。） 

   

     

【番外編】 

ショッピングモールとコンビニ（？）に連れて行ってもらいまし 

た。コンビニでは生魚、生肉の販売方法の違いが興味深か 

ったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外研修の移動中、タイ農村部を通りました。経済格差や東 

南アジアの持続可能な開発について考えました。 

   

【参加生徒の言葉】 

今回のタイへの研修では、日本で見たことがなかったような高度な技術を実際に見ることができ、刺激を受けました。また、タイ

の文化を学んだり、KVIS の生徒の授業に参加し、日本との違いを楽しむことができました。多くの人と英語で話し、新しい視点

も得ることができました。様々なことを教えてくださり本当にありがとうございました。 

 

KVIS を訪れ、いろいろなことを肌で感じ、多くの優秀な生徒たちと英語で交流できた経験は、私にとってかけがえのないものと

なりました。初めてお会いした時、緊張していた私にやさしく話しかけてくださりありがとうございました。KVIS の帽子もとて

も気に入っています。KVISで学んだことをこれからの成長に繋げたいと思います。本当にありがとうございました。 

 

今回のタイ研修では、日本で過ごしていては決して体験することができないような貴重な経験をたくさんすることができました。

すばらしい経験をさせていただきありがとうございました。 

    

全体をふりかえって 

来年は KVIS が本校を訪問する予定です。「来年は宮崎に行くのを楽しみにしていま

す！！」と言ってくれた KVISの生徒も複数いました。ホームステイや交流生徒を募

集するので、ぜひ奮って参加してください。 

 


